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　附属中生は全学年で各種検定を積極的に受験して、目標達成
に向けて懸命に努力している。今回も多数の合格者が出ている。
英語検定と漢字検定
において、２級に合
格する生徒もいた。
今後も更に上の級を
目指してほしい。

　７月21日から８月３日にかけて語学研修を行い、附属中か
らは10名の生徒が参加した。生徒たちは、姉妹校での授業や
ホームステイなど貴重な体験ができた。
　私はこの夏、オーストラリアへ語学研修に行きました。ホー
ムステイ先では日本から持参した風呂敷を用いて、包み方を英
語で教えることができました。また、平日にはホストと学校へ
通いました。授業やブレイクタイムなど普段の生活とは異なり
毎日が新鮮でした。知っている単語を使い、自分の気持ちが伝
わった時にはとても感動しました。しかし、同じ単語でも発音
の仕方で意味が異なることを知り、今後の課題も見つかりまし

た。最初は不安もあったけれど、
お互いの国や文化の違いを肌で感
じることができて良かったです。
この経験を今後の学校生活や
英語学習にいかしていこうと
思います。

黛 太郎 ( 大間々南小）

【

水

泳

部

】

▼
埼
玉
県
大
会

男
子
100
ｍ
平
泳
ぎ
４
位

男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
６
位

山
口 

航
青
（
妻
沼
小
）

【

サ

ッ

カ

ー

部

】

▼
首
都
圏
私
学
埼
玉
大
会

決
勝
リ
ー
グ
出
場

【

陸

上

部

】

▼
新
人
戦

女
子
走
り
高
跳
び
第
３
位

小
菅 
美
優
奈
（
城
東
小
） 

県
大
会
出
場

【

テ

ニ

ス

部

】

▼
埼
玉
県
私
学
大
会　

予
選
突
破

▼
北
関
東
私
学
大
会

男
子
団
体
７
位
／
女
子
団
体
６
位

【

書

道

部

】

▼
第
二
一
回
埼
玉
県
書
道
芸
術
展

推
薦
賞

髙
橋 

舞
珠

（
熊
谷
東
小
）

　

本
企
画
は
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
目
的
に
、
会
津
で
毎
年
開
講
さ
れ

て
い
る
。
日
本
や
世
界
を
リ
ー
ド
し
活

躍
す
る
講
師
と
直
に
接
す
る
こ
と
で
、

物
事
を
成
し
遂
げ
る
信
念
や
努
力
の
姿

勢
を
学
ん
だ
。
参
加
し
た
二
年
生
の
二

人
は
「
様
々
な
目
標
に
向
か
う
同
年
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
っ

た
。
大
学
生
の
話
を
聞
い
て
、
将
来
の

夢
と
真
剣
に
向
き
合

え
た
。」
と
語
る
。
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級
検定 ２級 準 2級 ３級 ４級 ５級

英語検定 1 14 29 20

漢字検定 5 11 29 79 85

数学検定 12 13 4 12
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協力企業（敬称略）
丸紅・森永乳業・沖電気工業・SMBC日興証券・読売
新聞・警視庁・日本造船工業会・住友重機械マリンエ
ンジニアリング・あさひ法律事務所・ノバルティスファ
ーマ・羽生総合病院・日本テレビ・キヤノン・朝日新聞
東邦大学医療センター・国土交通省・東京都医学総
合研究所・さいたま地方検察庁・博報堂・ベネッセ・
クイーンズランド州政府観光局・清水建設・明海大学
病院・日本マイクロソフト・日本航空・スバル重工業　

　

最
初
に
先
生
の
前
で
発
表
し
た
と
き
、
発
表

の
話
し
方
や
ス
ラ
イ
ド
の
見
せ
方
な
ど
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
指
摘
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
何
度
も
先
生
に
見
せ
て
少
し
ず
つ

良
い
発
表
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
番
の
と

き
、
震
え
は
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
落
ち

着
い
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
賞
を
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
努
力
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

他
の
班
は
、
ク
イ
ズ
や
劇

な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

て
、
面
白
い
と
思
い
ま
し

た
。
来
年
は
そ
の
経
験
を

も
と
に
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
発
表
を
し
た
い

で
す
。今泉 
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　９月１0日・１1日に、きりぐるま祭を
行なった。１・２年生が職業について、
３年生が大学の学問について発表した。

　

二
学
期
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
き
り
ぐ
る

ま
祭
。
と
て
も
気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
最
後
の
発
表
だ
っ
た
の
で
、
も
の
す
ご
く

緊
張
し
ま
し
た
。
ど
の
班
も
上
手
で
、
心
配
で

し
た
が
、
無
事
に
成
功
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

部
活
動
の
発
表
練
習
を
し
な
が
ら
の
準
備
は
大

変
で
し
た
が
、
本
番
は
二
ヶ
月
間
の
成
果
が
出

た
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
た
く
さ
ん
怒
ら

れ
て
失
敗
し
た
け
れ
ど
、
本
番
を
成
功
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
一
緒
に
や
っ
て

き
た
先
生
方
、
先
輩
、
マ
ス

コ
ミ
班
や
部
活
の
仲
間
の
お

か
げ
で
す
。
今
年
の
経
験
を

ふ
ま
え
て
、
来
年
は
さ
ら
に

成
長
し
た
い
で
す
。
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私
た
ち
は
、
職
業
と
学
問
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
準
備
期
間
が
短
く
、

思
う
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
の
経
験
や
反
省
を
い
か
し
て
班

員
と
協
力
し
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
途
中
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
信
頼
関
係
を
築
け
た
と
思
い
ま
す
。

発
表
が
終
わ
っ
た
と
き
、
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
調
べ
た
こ
と
や
他
の
班

の
発
表
を
聞
い
た
こ
と
で
、
自
分
の
知
識
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
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。
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平成28年度第１学期各種検定合格者数

　
「
音
楽
に
は
、
そ
の
時
そ
の
瞬
間
の
映
像
や

思
い
を
蘇
ら
せ
る
力
が
あ
る
。」
演
奏
会
を
終

え
て
、
顧
問
の
先
生
の
言
葉
の
意
味
が
や
っ
と

理
解
で
き
ま
し
た
。
時
に
は
辛
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
目
標
に

向
か
っ
て
一
緒
に
努
力
す

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
瀬 

愛
佳
（
折
原
小
） 

　９月22日から29日にかけて、姉妹校であるオーストラリアの
Ａ.Ｂ.パターソン校から、留学生11名と先生２名が来校した。
23日には全校集会があり、本校の生徒たちと交流を深めた。
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